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畑の約25％を使用

85％ 87％

項目 職務能力開発

畑60％以上を活用

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 自然の豊かさと食への感謝

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

教育研修の実施
２０２５年まで勉強会1回/半期

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

平均85％

照明にはLEDを設置するほか、屋外で電力を必要とする
物にはソーラー電池を使用する製品を選ぶなどしてエネ
ルギー使用削減を意識して取り組み、達成できた。

項目 有給休暇の取得率増加

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

職員のスキルアップのため、（外部内部問わず）研
修や勉強会の機会を提供する

現状（2025年） 更新時（3年後）

100%の継続を維持

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

勉強会1回/半期

前期の指標に対する実績

勉強会3回/年

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

有給取得消化率　  70％以上

前期の指標に対する実績

人生を楽しむため、計画的に休暇を取得できる職場環境
作り推進

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

有給休暇の失効日を意識し、職員が取得しやすい環境を
作り、達成できた。既に失効日を迎えている年度の有給休
暇の取得率は高い数値を維持しているため、継続してい
く。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 外部でのキャリアアップ研修や社内での研修、オンライン
研修の機会を積極的に利用し、また資格取得のための支
援（時間や費用の負担）も行い、達成できた。

2024年度キャリアアップ（外
部）研修受講者は のべ13名、国
家資格の取得1名で、目標達成
ペースで推移。勉強会1回/半期

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

NPO法人さるこう熊本が月1回開催している、子育て世代向けのイベントに保育園として参加していま
す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

エネルギー使用削減に向け、保育園保育室の天井照明に
はＬＥＤ機器設置、調理器具のオール電化を継続する

全園100％継続

職員のスキルアップ（職務能力開発）のため、資格取得の
機会を提供する

経済

環境

事業者名 ヴェゼルワークス株式会社

当法人の基幹事業である保育事業を通じて、当園のすべての関係者が、持続可能な地域の未来を考えな
がら行動し、地域社会へ波及させることを目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

大人も子どもも季節の野菜や花を育てて大切さ
を学び、年間を通して自然に対する関心と感謝の
気持ちを育む

人生を楽しむため、計画的に休暇を取得できる職
場環境作り推進する


